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はじめに

　欝95年i∫灘7難に発生した兵擁察溝部地震による叛神・漢籍大震災を契機に

して、灘南群蔑法凝や災害諸念蝿策法麟にかんしてさまざまな議論癖農麗され

てきている．また・被災者の救援・生活再建にかんする議譲では、災害救勝法

や災害罵慰金の支給等に§§する法律などによる被災者への救援蝿策・住宅薄策

等麟中心に往来と管あげられてきた鷺それ・以外にも、被災者の生活再建に資

するものとして、天災による被害農抹漁業者等に鰐する資金の融通に聾する暫
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行政歓会麟集　第8巻　第2葺

定据置法および農業災害補蝶法・漁業災害補艦法などの法律に基づく灘資や共

済・銀縷麟度等、一の行敬譲域および一の法分野に鰻定されない、広鑓な措置

が実施さ蕊てきている。これら被災者の生活再建に資する法舗度は、主に、一

定の職種や一定の生活条件を有する者にたいするものであり、被災者一般に其

通する生活再建システムはあまり多くない。

　この被災者救援・生活再建法麟の整備については、災害蝿策基本法（以下、

薪災蝿法達と記す．／案の審議段階でも、その必要性が議論されていた。災鰐

法案8条3項では、匿醗及び地方公共強体は、災害が発生したときは、すみや

かに、施設の復籔と災害からの復興に努めなけれ・ぱならない窪と規定されてい

た．この紅災害からの復興釜という文書に懸人の災害からの復興が含められる

ことは、災韓法案の審議段駿で瞬らかにされていた免さらに・被災者の復興

については、購法案34条2項3号ホ（堤行35条2項3暑ホ）で．騎災基本計爾

の必須規定事項の一つとしてF被災者の生活確保に絶する事項3が、また、激

甚災害の特縫について規定する災対法案99条3号でも罫激甚災害の発生に梓う

被災者に殺する特幾の劫成墨が麗達するものとして挙げられていた兜　ただ、

後述する雲懸普賢垂曖火災害にかかわる災対法6｛｝条・63条に基づく避難勧告地

域・警戒区域の設定による遭難者の財産緩害にたいする襯填の議論は、法案審

議段階ではなされていない璽本法案では夢騒人災害に薄する補嬢というもの

が欠験しておる．こういつたものこそ本当にこの墓奉法案の中に織む込まれな

ければならぬまと捲摘され、r災害繋策については特に露異生活の安定と甕翼

施設の復鰻紅努め、被災者援護の万全を幾すること」が付帯決議として付され

た。しかし、現時、薫に至っても、被災者救援措置等が十分なされているとはい

えない駅溌にある。

　以上の麗行法灘や議論のなか、本稿では、被災者救援システムのうち、被災

巻一般にかかわる災害義援金配分システムの実態分析を中心とする。

　災害義援金の醍分方法については、従来十分瞬らかにされていない。また、

災害義援金を薄象とする法的検討ないし揚言は、いまだ数少ないのが現状であ
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鞍災者救援システムの一筋面（下山　慧治1

る俄欝95年7罵の防災基本誹謬では、災害義援金にかんして罫義援金の使罵

については、地方公共懸体斜義援金収集懸体と翫分委員会を総織し、十分協議

の上、定めるものとする墨と定められている。これまでの地方公共懸体におけ

る災害義援金の募集・配分麟、ヤ n域鋳災群嚢等ではどのようにと参あげられて

きたのか、その運灘実態はどうなっているのかなどを、鞍災地方公共掻体の一

部であるが、雲譲普賢岳の噴火によ警被害を受けた長縛祭島原毒と北海遵薄西

沖地震によ疹鞍害を受けた北海道奥尻町における災害義援金翫分の実態分析を

中心とし、それにかかわる聡題点を捲摘したい．

1　災害義援金募集・配分システムとその実態

　轡　地建紡災計醤にお鯵る災害義援金募集・醗分欝蚕の概要

　堪域筋炎講露は、基本的な構成として、総則、災害予防誹錘、災害応急欝薩

および災害復齪誹醸からなる。この誹函における災害義援金の募集・醗分は、

先のいかなる群露に羅するか、その内容にはどのようなものがあるかを中心

にここでは分損する。ただ、その諜淺意しなければならないのは、簸域防災欝

嚢は、防災基本計露に基づいて修成・綾討・修正されなければならず、防災業

務群雨に抵触するものであってはならない（災蝿法鎗条i項）ことである。本

稿にかかわる部分として、．齪防災基本譜面（昭趣38年6月翼翼中央防災会議決

定（昭秘妬年5月25欝改正））では、第4章「災害復興の迅速適燐比婆麟にお

いて震被災者に復興意欲を振作し、その迅速な後輿を躍るために必要な税翻．

財政、金謙上の勝成、援護搭置の勤率化及び適劔イ雛を麟る必要審あること、

また第6章畷談業務誹舞及ぴ地域防災詩嚢において重点を置くべき事項まと

して、第2簾夢災害応急鰐策に関する事項まチで「主要食糧、被撮、寝具その

飽の生活必需品、薮薬品及ぴ復摂資材等災害臨急嬉策に必要な物資の需給動海

のは握壷びに応急調達及び醍分に関する謙錘」が挙げられ、第3簾ギ災害復濤
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行政縫会譲葉　第8巻　第2暑

に関する事画ホで「綾災春に対する職業のあっせん1講§する計露、種税の徴

叡1猶予及び減免に絶する計蚕、簡易保健、郵｛更年金契約者に射するi舞常費イ賭け、

i郵優欝金等の預金者等に対する葬常払鍍し、燈帯更蛋資金、母子轟径資金等災

害援助資金の貸響け、住宅資金の貸付け等に関する計蔑蛙びに生活必需勃資、

災害復磐矯資羅財の確保及び住宅等の供給に絶する讃・鰹まが挙げられている．

ここでは、救援秘資の醍分は第2籔チに該当するといえるぶ、災害義援金の募

集・醍分計瞬は霞防災基本計薩で瞬示的には定められていなかった．

　被災者の援護等について、厚生省防災業務計蚕（昭秘43年鴛擁　（平成5年i

月改元／）では、第5章郵災害復1鶴の第違簸罫被災者の救護等まにおいてr被

災した低霧得鬘帯及び母子量帯等の霧立葵箆を麟るため、生活保護講度壷びに

縫帯更獲資金及び母子橿鮭資金の貸金譲渡を活駕するよう都道癒祭等を旛導す

るとともに、必要な財政推選を講ずるもみとする」と定められている。そして、

第6章紅地竣魏災難颪の作成基準墨でも第5章第逢籔と鶴趣蟹の定めがある。

ここでも災害義援金の募集・醍分ににかんする定めはない。防災業務誹蚕で災

害義援金にかかわる定めを覇業でおくのは、馨本赤十字縫防災業務計蔑（昭秘

戯年稔月（繕灘55年i月改歪めである、その総則では、匿主として奉仕懸の緯

織を通じ、各種奉仕毯の特性と籠力に慈じて炊灘及び物資の醗給、邊難願奉仕、

盤液及び緊葱勃資の輸送、安否調査通繕連絡壷びに義援金品の募集、配分等に

協力する達と定められている。

　震災薄策謙藤策定マニュアル礁成縷説委員会による『震災薄策計藪策定マニ

ュアルに離する鞍告書（都道海難分・毒町村分隠では、鍵震発生後の社会的

混載から民盤安定を騒る緊急措置に聴する謙爾として、災害復襲訴鰹の中に生

活確保にかんする計薩とともに義援金品、見舞い金品の受入れ・醍分誹函を定

める必要があると捲接している醜これにたいし、甫町村にたいする嚢治省溝

紡庁防災課監修『災害慈急難策談悪策定マニュアル蚕（第一法焼・鰺88年〉で

は、生活必需品等の供給蝿策のなかに瞬薄替に送材された吟災者に薄する義

援勃資は都道痛察や毒町村の責紐において調達する勃資とは実燦上も書類上も
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被災者救援システムの一箱面（下灘　憲治〉

区賭して保管、醍分するものとし、その方法について定めておく塞（i艦葵）と

され，、瞬3蟹｝頁では、罫復1霧議・1蚕中で『義援金品の保管及1び藝登分磨のように定め

てもよい。実諜、後頚計薩中で定めている計塵事醗も多数みら為るまと記され

ている．このように、健来の地織防災誕藤修成上の多くのマニュアルなどでは、

災害義援金の募集・醗分は、災害復籔計瞬の一環として盤置づけられている．

　地域紡災訪露に定める災害義援金募集・醗分にかかわる事項は、災害対策本

部条溺・媛程等における事務分掌趨定のみにその事務の競走を設けるものがあ

る驚また、分掌規定のみならず魏域防災計蔑内に醍分字瀬や醗分基準等の項

§を設けるものがある．ただ、この種の難絨防災計嚢藝でも、災害感急蝿策言舞舞

中に定めているものもあれ’ば、災害綾羅欝霧中に定めているものもある。麟者

のパターンでは、義援物資と同様に、災害義援金の募集・蔑分も定めるもの潜

多く、後者のパターンでは、防災基本計霞第4章鱒等を糧擁として、被災者の

生活確保にかんする誕面内に定めているもの撰多い。

　地域防災計嚢で災害義援金の募集・醍分手顯やその基準等を独立項§として

たてているものをみると、災害義援金の受付・募集懸体としては、擁道府県内

の灘保する薦薮瞬材や蔭赤都道府桑支蕊のみならず、各報道機縫や共講募金

会・縫会橿祇協議会などを含めるもの摂多い．また、災害義援金の募集・醗分

実施機関として雛赤支部を挙げ、その協力機縫として、地方公共騒体や鞍道機

縫等を挙げるものもある醜

　災害義援金醗分機縫については、各欝体熱鰹琴鐵こ蔑分するところもあるぷ、

なんらかの協議会または災害義援金醍分委員会を設置する遵察も少なくない・

この協議会または委員会は、それぞれの灘棒瀞災害義援金の募集・醗分につい

て共働する任意組織であり、会則や要綱などによりその活動内容が焼定される。

また、この中には、公共的疑問懸体のみによる翫分委員会働と、雛方公共醜体

を含めた醍分委員会醐の方式がある．した騨って、醍分波定にあたっても

肇レベル、市町替単盤でそ為ぞれ醍分委員会等を設置｛謝することもあれば、

鐘方公共懸棒受韓分まで含めた災害義援金が翫分委員会で醗分決定（鋤される
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こともある。

　上記のような醍分委員会を設置しない場合の醗分決定方法としては、都道府

県に寄せられた災害義援金は疑災害薄策本部で露町村への醗分を決定するも

の｛勘が多く、馨赤支部に寄せられた災害義援金贔の毒町村への醗分は、支離

長麟決定するほか、察災害対策本部と協議の上で決定するものもある｛戦毒籔

町替が単独で受付・醗分する場合は、鰹の鑓係鐡捧との経連損ないから、災害

璽策本部長決定（災害対策本部決定〉によるもの解多い｛醜

　災害義援金の受付・醍分譲函を定める多くの地域防災誹函では、災害発奮後

寄せられた災害義援金の額と被災状混から懸攣1に醒分基準を決定するが、事前

に醍分基準を定めている察もある｛醜たとえば、梅本察地域防災計薩では、災

害義援金品の醍分は、住宅被害については災害救助法施行令i条2項を参考に

してか、床上浸水以上を鋭象とし、全壊（焼〉・渡失糧帯をi、半壊（焼〉盤

帯をi諺、鎌上浸水盤帯をi／3、死者（行方不羇で死亡と認められる者を含む〉

をi、重傷者（i力薄以上の治療を要する見込みの者）をV3という醗分比を

基準に、被害程度、被害人員を考慮して、醍分委員会で決定すると定められて

いる．

　121雲蝕普賢岳噴火災害の場合

　霊銚普賢誓1は欝9§年H月i7穣の噴火以来、地元長綺桑畠原市や深江町を中心

にさまざまな被害をもたらした．婚94年2擁25韓理在での被害状混は、死者・

行方不瞬者難名、負傷者鴛名という人的被害のほか、建家・非建家の金辛壊等

の建家被害が約2難癖件に及んでいる．そして、人的鍍害を除く被害総額は・

綿綿億需にのぼる。この災害にかんして、全醗から、多くの災害義援金撰寄せ

られ、その総額は約233億鍔である（懲§5年6湾3総現在／。その内談（概算）

をみると、畳鰯娯簿億聾、藝赤銀支部66億誇、察莫瞬募金会35億署、島原露盤

億霧、深江欝欝億羅となっている。ただし、これらは行政機麗によって掘握さ

れている額で、それ以外にも職場・職域ごとの災害義援金が権当寄せられてい

　　　　　　　　　　　　　　　一7畦一



被災者救援システムの一籔面（下露　憲絵1

るといわれる。

　災害義援金の醍分とは幾に、被災者に給付ないし貸し儲けされた資金として

は、災害弔慰金の支給等に臠する法律に基づく璽慰金の支給や災害援護資金の

貸し付け等がある．雲纏普賢鑑噴火災害を契機に改董された災害嚇慰金の支給

等に聾する法律に基づく死亡または行方不覇者にたいする弔慰金は、生謙維持

者の場合5◎§蒼溌、その飽の者の場合に2鱒万聾が支緯されている。また、嗣法

に基づく災害援護資金が、瞬量帯主解iヶ月以上の負傷を負った場合で、建家

が全壊した縫帯には3灘万霧、半壊した轡：帯には27§万羅等麟、｛も1糧：帯主に負傷

がない場合で、住家ぶ滅失または流失した量帯には359万霧（これ以外の全壊

盤帯には25（）万韓〉、住家漢半壊した量帯垂こはi隠万雷等炉、饋還期羅窪§年（う

ち、据置難問潜3年または5年〉で年麟3％等の条件で貸し付けられている。

そのほか、島原毒・深江町が事業主体として、警蔵匿域等に建家を有していた

ため遭難生活を連続して2カ月以上おくることを余儀なくされた避難盤帯にた

いし、生活再建の支援と生活意欲の増進のため、鎗倉万霧を上鞍に、5年以内

の懲遠類眼（据置期間5年以内を除く〉で年利3％によ鯵生活安定再建資金が

貸し｛せけられ、るとともに、低海樽轡：帯などの毒立葵蓬を§的とする生活福鮭資

金も縫会橿鮭協議会から貸し付けられている．これら貸し付けについては、そ

れぞれ保証人最低一人を必要とする，なお、生活保護法による生活保護の串講

は、災害救助法が適矯されたこと、救援勃資による援勘等によ参、この嘆火災

害を薩接の凍露とする申請はなかったとされている｛驚

　雲纏普賢｛姦蜜火災害にかんして長綺県・騒赤県支部・県共疑募金会に寄せら

れた災害義援金の灘分は、表玉のように実施された。被災者への災害義援金の

醍分は、計5騒実施され、そのうち、第2次醗分までは、県レベルと市町レベ

ルで劉々に実施さ為ていたぶ、第3次翫分以降は、県レベルの災害義援金を市

町に醍分し、藁町がそれと察謹受付分とをあわせて醍分する形態をとった。第

3次醗分までで、鱗々の被災者にたいして翫分された額は、表2のとお鯵であ

る（醜
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表玉　長綺擬・β嶽楽支離・購共縄募金金蔓醤分σ）

　　義援金配野鶴譲

　　　　　　　　　　　　…ｽ　　　　　分　i醗　分　額i　騰　　　考

綴巻へ嘘翻分i25翻薦2凝分まで
島原専一の醗釧29翻！鄭麺紛麟

深江町への醍釧　i7翻　陣3翻分麟
長綺漿災害対策基金i　6｛｝徳醗　i
∠ﾙ義援金齢i23翻i深江町義援金基金i　エ3鐘霧　i

そ　　　の　　　飽1　3鐘勝

鐵典：長綺祭懸羅保験霧き姦艇総務課維成資料よ鯵．

　表2　機災考にたいする義援金配分支給額

死維維持ｩ未　　（蘇養老判i人

入　　　　　騎i　人
　　　　　　　　↓

　　　　　　　　1

i　ii選
　i…

i董5§万簿

住　　屡　滋 亙失
　　　　　i
剤45§硲i

住　家　辛 望簸 川刺25倉硝
欝 家（織炎｝　i 戸い観剛
鐵 家（準蜘　　i 葦囲

葺i譲講

聯
細
鱗
麟

　
　
鍵
鍵
盤

単
　

i
i
i
　
i
　
　
i
i
i
亙

象
　

域
域
賊

　
帯
　
　
　
　
族
　
　
生
生
生
生

　
　
区
区
区
　
　
　
後

講
ず
農
家
蓄
護
学

分
難
警
黎
難
糞
壷
昊

　
　
　
　
　
　
避
　
晃

蔑
選

葬　建 家（滅笑〉

　（半壊／

農 業　’量帯1 鱒芳羅

濾、 業　　i量帯i
　　　　　I

鱒万羅

土養せ砂雛除ii
（鎌上’床下浸水〉i

3む万鍔
奮産業茎欝：帯：鱒万鍔
鉢 業 i量帯・

　　l
i縫帯

鱒万醗

年　末　見　舞 i金 人雛囎i喬工業 蟹1万鰐

轟典1島原講災害復興諜蓼災害復興・再建ニュース
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霰災者救援システムの一籔醸（下霞　憲治〉

　このような醗分は、いかなる紛織がどのように決定するのかをつぎに分野す

る・この点について、長綺県地籔紡災欝懸では、その第3繕災害慈急難策計爾

第9章救助計蚕のなかに義援金品募集醍分譲薩をもう酵・被災者にたいする

災害義援金品の募集、保管および麓分方法についてあらかじめ一般的に定めて

いる｛驚これによれば，募集機縫として馨藤県支部・察縫会纏縫協議会・祭典

講募金会解挙げられ、罫各実施機縫は文書をもって、麗係各懸体に一般建費か

らの旛募について依頼するとともに、ラジオ、テレビ等の鞍遵機雛の脇方を得

て、これが周知を麟」る。そして、醍分については、罫繊各実施機縫で受領し

た義援金品は、これを一括し、義援金贔醍分委員会（災害の軟浅によ吟その灘

慶各縫孫機縫をもって構成する．〉において、醍分方法を決定し、聡係地方公

共懸体を通じ被害者に醍霧する。（21特定毒町村及び捲定綾途寄付金については・

寄付者の主蟹を体し遠やかに醍毒する。（31義援品は実旛機§§において、（穣藍

錆鞍交換し調整を要する場合もある。）速やかに被災者に醍霧するまと定めら

れている．この義援金品募集醍分譲爾とは磐彗に、祭が受け付け、醍分する災害

義援金についても、事務分掌にかかわる経織規定がある．畏1麟梁災害対r策本部

蔑程5条および6条に規定する幾表iによれ、ば、生活纏縫部橿鮭総務課長藤災

害蝿策庫蔀救豹遊長として、馨券祭支部との連絡事務と麟縛に、義援金品等の

受付、醗分および輸送の事務を撞饗する。

　雲壌普賢岳噴火災害では．長鋳県雲紬岳災害義援金配分委員会が設置され

た鵬1この委員会は、全騒から寄せられた災害義援金を公平かつ勃率的に鞍災

者に醒分するために設置され、甕分の時潮、醍分の額および醍分方法について

の重要事項を審議する．瞬委員会は、桑橿鮭保健部長、銀総務企麟課長、察鐡

納総長、馨赤梁支部事務馬長、察共霧募金会事務馬長、県縫会福鮭協議会事務

局長、島原布袋、深江町長によ鯵構成された。瞬委員会の事務局は県橿桂保健

部橿祇総務課内に置かれ、事務局が醍分案を鐸成し、醍分後の結果輻告を麟委

曇会に提鐵する任務を負う。

　表茎から、被災蓄に直接醒分されたもの以外に、災害義援金の一鶴を財鑛法
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人である雲慾岳災害薄策基金≦職にも灘分している。長瞬察地域防災計薩では、

被災者に醗分することとなっているが、それとの整合性や根鎚などにつき、繕

委嚢会の考えはつぎのとお琴である。すなわち、（ア／今渡の基金は鞍災者の救

済のための事業（自立支援〉等を行うことを餐的としてお穆、災害義援金を寄

せられた方々の趣鷺に合致していること、（イ〉今羅の災害は非常に広範麟にわ

たって多くの住民に影響がでてお鯵、災害義援金の一部を基金に充てることに

よ参闘接的な被害者も含めて多くの被災者のために役立てることができること、

（ウ1人出活動終息の目途嚇立たず、また優に火田活動が沈静化しても今後穣甕

甥翼にわたって上灘流等の竜険が残ることを考えると、今すべての災害義援金

を霰災者に醍分してしまうよ彗も、一部基金に充てて、その運濡益によ鯵長糊

的な対策に役立てる方が適峯と考えられること、以上の3点によ滲、災害義援

金の一部を基金に充てても全蟹の災害義援金寄付者の意向にそうものと鵯嚇し

たのである（鰹

　そしてここでさらに簡題となるのが、災害義援金をめぐる法律麗係である．

裁轡擁については琵で分析するとして、β赤察支部や梁共講募金会を除き、長

綺票に寄せられた災害義援金について、撞当課では、災害義援金寄託者と県と

の間における、畏法65？条にいう罫寄託契約まとダ災害の避難者のために舞駕

する」ことを内容とする非典型契約との混合契約であ吟、災害義援金寄託考と

県との契約内容によって麟約を受けると考えていた。そして、講察に寄託され

た災害義援金について、寄託者の意麟は、r毒または町の被災住民のためにま

ということ、そしてそれをさらに、狭義にはヂ避難住罠に直接渡るように」、

また、広義にはゼ避難住浸のために有効に科偏して」と解験し、被災者への直

接醗分および雲鶴岳災害薄策基金への醍分等を行っている。

③　平成5隼（碧盤年／鎌路沖地震・詫海送鳶西沖地震災毒の場合

①平成5年（ig93年／鎌鶏沸地震災害の場合

ig93年i議謡に、鐡蕗沖でマグニチュー鉾．8の地震繊麗霧では震度6）
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緩災者救援システムの一瞬藏（下出　憲治／

が発生し、死者2名、負傷者933名、全壊捻棟・半壊73糠などの被害が発生し

た．この地震による被害総額は、人的鞍害を除き、紛53億瞬であった。この災

害に際し、⑨で分析する詑海道簿蔭沖地震災害の場合とは異な甑乾海道義援

金募集（醍分〉委員会は撰集されなかったため、北海道や銀蕗帯等に薩接寄せ

られた災害義援金ないし災害見舞金の醗分方法およびそれと僻行して給付され

た北海道・鑛谿声の災害見舞金について、ここで分析する｛戦

　この災害にかかわって北海道に寄せられた災害義援金は、道の酷分決定に縫

いr鐡銘神地震災害見舞金まとして、鎌鋒、牽勝、空知、橿室の塁支庁を介し

て総額約3鋳｛｝万鍔摂交付された。そのうち、鑛露支庁には約2倉§巷万霧が交付さ

れ、南町替、主な被害を受けた社会福裡施設、そして死亡者の遺族・重傷者に

支給された。懸時に、道から、鎌諮沸地震による死亡者・蓮傷者にたいし、

詫海道災害勇慰金等支給要綱（昭秘47年4擁i雛　（平成6年欝月i震改歪ル

に基づき、死亡者の選族に欝万霧、負傷者に5万鍔がそれぞれ災害賜慰金また

は災害見舞金として支給された．粧えて、住宅被害には・北海遵密然災害に伴

う建家被害見舞金支給要綱（昭稲認年9月24馨（平成5年7層i農改歪〉）に

基づき、霞己駈有の家渥（全壊欝万響・半壊欝万鋤および倦家（全半壊とも

6万鍔〉に艦住し被災した縫帯主に見舞金解支給された。

　鎌鋒毒には、欝93年7月3顕現窪で、約2億霧の災害義援金鱒寄せられた。

その綾途については、講年i月3紹に設置した議員・職員によって構成される

鎌鶏市災害義援金醍分譲討委員会で検討され、平成5年鐡鋒沖地震に係る震災

見舞金支給に囃する条弼｛鋤によ吟、表3のように醗分決定された偽乙この条

飼は、平成S年鐙蕗沖地震の被災寮費にたいし、寮費の懸紙および生活の安定

に資することを羅的として、災害義援金の中から震災見舞金を支給するため講

定された（i条〉。この震災見舞金は、支給を受けようとする者が市長にたい

し申請し（3条〉、市長は被害駿況を調査した後、震災見舞金の支給の響否を

認定する（4条〉。これ、に簾え、銚露薦では、表4のように、鑛谿声災害見舞

金支給条薄濁による見舞金も支給しだ腕前遠の震災見舞金支給に絶する条

一簿一
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表3　震災見舞金支給条鋼による支給

第8巻　第2号

（孚戒5隼ア月3譲現喪／

支　　　　給　　　　基 準
i
　
件
… 数1支給合訴額

死 亡：i人 工，G§倉，§書癖羅

i
　
　
2
人
：
1 2，鵬，総書籍

入 続：i人（3擁以上／

@　i人（欝欝～3層未満〉

8§，暮§春欝

T§，㈱湾

11　i人：

堰@　2達人1

　8倉，蟹薄霧

堰C29§，§暮§薄

遇 院：i人（3選鷺以上〉 灘，轟轟巷署

i
　
　
董
2
箸
入
：
！ 6，㈱，瞭屑

Ii小譲蓬7件： 9，28尋，§§暮露

全 壊：玉鉾縮己翫鳶）

@　i件（倦家〉

8毒毒，鰯需

､§§，辮需

i　　3壌件：11　難件： 27，2総，§轡§霧

堰C㈱，朧懇

半 壊：i件縮己辮有l
@　i件（借家）

3総，㈱講

F，§暮暮鍔

i　ii5件：…i　　i7件： 3謹，5倉倉，㈱霧

@85磐，§巷§鍔

遭難盤帯：i件 2§，総§§ i　　23件： 蓬総，㈱鍔

i小謙i§9稗： 鱗，靱§，㈱霧

鐡驚支庁管内町村へ醗分 i　1件： 欝，麟穆懇，§§軽羅

i鑛3難： 83，29警，鰯穆

鐵典：鐡艶羨蓼葉成5年（欝93年〉銀鑛沖鐘震記録書嚢55蚕よ鯵、

表4　鑛路欝焚書見舞金実給条驪龍よる支給

　　　　　　　　　　　　　（平成5年7月3馨愛寵〉

支　　給　　基　　準 件数および支給合訴額

死亡l　i人

入競：欝嚢以上i人

全壊二季身鍵帯

　　　複数盤帯

半壊：単身鎧帯

　　　複数燈帯

5§，暮紛報

2暮，§巷§翻

　　　　i
鷹§暮暮霧i

5春，暮紛舞

i§，叙鎗聾1

　　　　！
2§，§怠ε翻

　　　　i

死亡：

入醗125人
全壊：難件

　　　33群

羊鑛：28件

　　　欝4群

合誹　2嬢件

　　　一瞬
　5§§，§暮§需

　22馨，鰍｝選

i，65巷，§奪§繕

　28§，轡§暮獲

2，〔釜8書，（3｛｝毒詳審

4，73軽，§§暮露

鐡典：鐡露撫露華絞5年（鴛93年〉鑛路沖地震記録書露55嚢よむ。
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被災者救援システムの一紙藤（下襲　憲治〉

鯉が被災者の生活安定を醤的の一つとし、災害復簸婦策の一貫として位置づけ

られているのに対し、この条擁では、寮費の橿縫の贈進を図るための応急援護

として災害見舞金を支給することとしている（i条／・なお、鑛驚支庁管内の

町村では、災害義援金を、災害見舞金支給条糎によ馨負傷者、住宅の全半壊を

受けた盤帯にたいし麓分する一方で、公共施設の災害復縷費や災害財策本鶴費

および災害扶助費等にあてたところもある。

　②詫海道南西沖地震災害の場合

　北海道南藪沖難震の本震は、i鱒3年7月捻嚢22時貿分頃発生し、このマグニ

チュード7．8（推定〉の地震による被害のみならず、それを原鑓とする津波に

より、多大な被害撰生じた。人的被害は、死者・行方不弱者229人、重軽傷者

323人、住家被害は、全半壊iむ§§棟などであ静、人的被害を除く被害総額は約

欝§§億溝とされている。特に被害の大きかった奥尻町では、死者・行方不瞬者

ig8人、重軽傷者欝3人、全半壊家渥52§棟などの被害（このうち、青苗地籔で

は矯震とともに火災が発生し、焼失藏積約i．鰍a焼失鰺9榛〉が発生し、人的

被害を線く被害総額は、約§6倉億欝とされている。この災害による被災者にた

いし、雲餓普賢垂臆火災霎時と購様．さまざまな資金の支給ないし貸付解実施

されている。

　この災害は、マスコミによ吟大きく馨道され、多くの災害義援金品も寄せら

れた。災害義援金の受入額および主な被災町村への翫分類は、表5のとお参で

ある。北海遵では、災害紅よる被災者を救護するため災害義援金の募集および

醗分を必要とするときは、錘意建体である詑海道災害義援金募集（醍分〉委員

会が主にこれにあた蓼、詑海道に寄せられた災害義援金は、購委員会と鰯議し

その霞的にそうよう醗分される．この委員会の会則脳によれ・ぱ、r被災者を救

援するため、災害救覇法第鍵条の2第2項に基づき詑海道における災害義援金

の募集壷びに醍分に臠する業務を総合的かつ有機的に実施する涯ことをその霞

的とする（i条〉。災害による被災者の救援を霞滑にするため、災害救豹法綴

条の2第2項に基づいた連絡調整業務として、懸委員会の事務縄は暮廊北海道
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支部におかれ（3条〉、隅委員会の会長は膏赤詫海道支離長をもってあてられ

る（5条2項〉。また、委員会購成腿体に寄せられた災害義援金は、羅委員会

が驚設する義援金β蓬杢に送金され、募集離間終了後は速やかに委員会を開催し

協議のうえ適歪に被災甫驚村長または都道癌集知事もしくは馨赤支部長等に醍

分される。

　乾海道南西紳地震にたいしては、評説海道災害義援金募集（醍分）委員会で

は、これらの事態を憂慮し、被災者の救援を図るため、広く一般の方々よ静義

援金を募集することまを趣鷺として、婚93年7月欝饗に第i露委員会が麗催さ

れ、マスコミ各縫、道歓会擾擾協議会、遵共霧募金会、救鍵軍遵本翻、全道労

協センター、遵羅蟹友愛会議．臼歩道支部が構成懸体となり、欝93年靴海道毒

蔭沖地震災害義援金募集要綱｛鋤を定め、講年7月舞欝から．F詑海道購薩沖地

震災害義援金まの募集を醗始すること、募集期闘、取擾方法および専罵縫痙等

潜決定された．第2賎委員会（詞年7月23購では、被災者にできるだけ速や

かに災害義援金を履けるため第一次醗分として総額8億3，5欝万需の醒分を決

定した。そして、第3・4癬委員会では，醗分鰐象を、人的鍍害では死亡・

行方不明・重傷者を蝦象とすること、住家被害では全壊・半壊・一部損壊・床

表5　義援金受入・醗分献溌
（単位：千鱒

琶 分 災害義援金募集委員会醗分1 麓海道醸分，毒町討受縫分
ム
賞 誹

奥 厩 隣 織259窪35　　1
2，i79，蜘1 3，32き，麟3 i8，766，178

大 戚 窮 総雪，2総 i43，㈱ 簸2，6？3 §2護，873

瀬 鰯 瞬 鑓s，㈱ 138，㈱ i27，22玉 8簿，22i

麓 桧　出 舞 蟹8，2醗 玉37，鵬 雄魂，達48 玉，2玉9，鱗8

轟 牧 韓 6248鱒　　　i i灘，｛購一 鷲3，艇5 877，8婿

5 瞬　粒 誹 圭6，茎3§，335 2，736，簸》 3，786，馨3§ 22，§58，763

その麹の晦町韓 2，737，蕗2
玉鎗，5騰l　　　　I i玉6，657 3，纏§護，6総

〈
篇 讃 工8，873，7蓉7 2，88ε，9韓i 3，韓2，68？ 25，§63，37護

鐵典：乾海道企麟振興認詑海送海面沖地震災害復興繋策室番乾海道南薮神麹震災害復興薄策

　　の機要玉圭26嚢よ馨．
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鞍災者救援システムの一籔藩（下露　憲治1

上浸水を繋象とし、量帯数よ拶積算することが決定され、醗分基準（額〉は、雲

蝕普賢温暖火災害での災害義援金翫分基準を参考に決定した。そして、最後の

第5罎委員会では、r第三次義援金醍分の考え方1が事務局から提案され、稜災

地への産分額は、樹被災者にたいする一時金的な牲賂をもつ益金と慰被災者

の将来に向けての自立を支援する性格の資金とに琶分して算鐵することとした。

　麟の資金については、被災者や被災地の状撹潜多桜であるため、特定の数値

をもって算鐡することが癒難であるから、つぎの基準で醗分額を算鎧すること

を淡定した．すなわち、醍分鰐象は、住家被害（全半壊〉のある市町村で、

被害金額撰当該旛町村の標準税薮入額を超える南郷村とし、醍分類は、建家

被害（全学壊／盤帯数の箋該毒町村全燈帯数に蝦する割合を算鐵し、それによ

って、25％を越える奥尻町には全体の擬ね75％の額を、『i％を越える町村（4

町村〉には定額35，§G倉万円、§．護％～i％の町醤（3町〉には定額8，G倉0芳霞、

§．2％～§．塁％の町村（4町醤〉には定額3，書今春万欝、0、2％以下の町村（2警）

には定額2，G§§万韓を醍分することとした。そして、この蔑分決定には、醍分

された毒町村において、災害義援金の趣鷺を蓉重し被災地の実嬉に慈じて必要

な事業に充当すること、また、この資金を充当する事業は、現行鱗度で対癒で

きない事業で、被災者の生落ならびに生業の維持、子弟の教育に必要な事業等、

被災者の生活基盤の確立に資するための事業とすること、織と慰の資金につい

て、被災堆の実情によ鯵一体的な運罵を行うこともできるものとすること撰、

付されている。なお、この醍分後に寄せられた災害義援金は、すべて奥尻町に

醗分することも決定されている懸！

　奥尻驚では、詑海道義援金募集（醍分〉委員会の淡定にほぼそって、人的被

害・住家被害を受けた町渓・盤帯にたいし震災見舞金を支給した。この兇舞金

は、平成5年7月鴛鐸発生北海道南西沖鰹震にかかる震災見舞金支給要綱｛鋤

に基づくものである．この要綱に基づき、前逮の義援金募集（配分〉委員会決

定の瞬の資金や講町受付分をもとに、表6のとお穆支給された．ここで特徴的

なのは、漁船等に被害を受けた選帯・農地等に緩害を受けた盤帯に瞬町震災見
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都輿罷嫌こおける被災者への義援金配分額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‡t害区分1　　項　　　　　　　察　　i支　給　琶　分1支　　　給　　額

魔亡した場創i人につきi3鰯鰐内
人的籔害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
@　　　峰傷　した場釧i人につきi　5勝騨内
達壊　した場剖縫帯につき…蜘硲納
浮壊した場創雌激つきi2翻曙鵬

隻宅被害←@　　　陣　　上　漫　劇雌帯につきi5砺剛内

水産翻　　　　陣帯　潔諜灘
　　　　　　　　　　　　　　　　トﾙ緩矧離歌雛を鄭鵬創’臨御き1磁離る・
瞼議、鵜等が全壊し鵜飼賭講につきi講闘鵬

離離職麟群嵐た麟i臨等につきい5網綱
解離機具及麟等鴫磯等1こつき1擶蹴1害を受轄た場合　　　　　　i　　　　　　　i

一「　　1　繹難
皇典：詫海道欝藩紳雄き震身こ係る震災見舞金支給要綱懸表よ瞬。

舞金醍分委農会の淡定額が支給されている、転である。この震災見舞金麓分委員

会｛灘は、震災見舞金の適歪な醍分を行うために設置されたもので、町議会議

員、野長（委員長）、駒役、取入役、教官長、麗係課長等、歓会福鮭協議会長、

民生委員協議会長、奥尻農業脇瞬緯会長、奥尻漁業協疑縫合長、翼罵町商工会

長、被災講内会長によって講成された。この委員会は・震災見舞金支給者の認

定、震災見舞金支給方法の決定その飽震災見舞金の適歪な醗分について協議す

る綴織であるとされている．

　被災者に災害義援金を醍分すると瞬時に、奥麓町では、地方嚢絵法2薮条に

基づき、災害義援金として瞬町に醗分されたものおよび痩接疑露yに寄せられた
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被災者救援システムの一舐藤（下山　憲治〉

もののうちから約捻2臆聾を原資として輿緩町災害復興基金を設立した．これ

は、詑海道災害義援金募集（醍分）委員会決定の慰の資金を基盤としている。

この点について奥尻町では、往戻にすべてを甕分すれば、それで盤民は満足す

るかもしれない潜、粟たしてそれで復興になるのか、今生きていく資金と、今

後の生活を支えそして発展させる資金とを分けて考える必要があるのではない

か、という議譲をふまえて、岡町に寄せられた災害義援金も、奥罵町災害復興

基金に継み込んでいる。

　／4／小抵

　平成5年（欝93年）鋳鋒沖地震の諜を除いて、災害義援金の募集・醍分にか

んし、錘意毯体としての醗分委員会には、驚方公共醜体を含めるもの（長綺県

雲纏懸災害義援金醍分委員会／または地方公共懸体を除いた疑問機縫のみによ

るもの（靴海道災害義援金募集（灘分）委員会／がある。後者の場合であって

も、北海道は、機会福羅施設等への復総資金として醍分するほか1ま、北海道災

害義援金募集（醍分／委員会の淡定にそって寄せられた災害義援金を醗分して

いる。そして、災害義援金の受難にあたっては、顎叡証を鰻懸に発行するとこ

ろが大半であ陰、また、その総額や醗分基準等についても、広鞍あるいは鞍道

機関等を通じて公表しているが、災害義援金麗鐵者にたいし偲辱彗に輻告はして

いない。

　災害義援金をその機能からみれば、被災直後の一時金ないし見舞金として被

災者の生活を一定程度維持するために耀いられるが、寄せられた災害義援金の

額が被災者数に姥しかな箏多額である霧合には、とくに雲紬普賢掻噴火災害に

嬉する被災地方公共懲体の災害義援金の警邏・運稽方法が契機とな瞬、被災者

の生活再建のための資金としての意壕付けも換えられてきている。被災者の生

活再建のための資金の管蓬・還絹方法も、詳総は劉稿で論じるが、長憐察や轟

原市・深江町では財’毯法人を設立し、詑海道欝西沖地震の鞍災5覇「村では地方

露治法2毅条によるいわゆる条舞基金を設立し、雲麟普賢悪臆火災害綾災者に
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たいする救援・生活再建搭置と共通するものが多く採濡されている。

　また、死亡・行方不羈者と負傷者の羅警繋ま比較的醗確ではあるが、全壊・単

壊・一部損壊という建家被害の認定の適否は、阪神・淡諮大震災に瞬らず、多

くの被災地において共通する問題となっている。島原毒や輿滉町では、被災認

定は税務縫孫職員が中心となって行った．この被災認定の基準は、内閣総遜大

駆官房審議室長から警察・厚生・建設・消防各省庁あて通知罫災害の被害認定

基準の統一について」（紹憩姶年6月翼翼総審第簸5号）で定められている。住

家全壊とは、住家撰滅失したもので、具体的には、住家の損壊焼失もしくは流

失した蔀分の旅嚢積がその住家の廼床癒積の簿％以上に達した程度のものまた

は住家の主要構造部の被害額勝その住家の縛懸灘％以上に達したものをいう・

これ・に薄し、住家畢壊とは、建家の損壊か甚だしい麟、補修すれば元通蓼に再

養鶏できる程度のもの、具体的には損壊翻分がその住家の延床態積の2§％以上

簿％未満のもの蒙たは住家の主要構造離の被害額麟その建家の時緬の2§％以上

灘％未満のものをいう．このような基準は、災害救助法による救助実施の要件

にも採絹｛鋤されている潜、その要件には住家の床上浸水炉越えられている。

床上浸水とは、浸水がその住家の凍上に達した程度のもの、または±砂、哲木

等のたい積等によ吟一時的に居｛差することができない状態となったものを》・う。

さらに、各地方公共醜体では、上記の全準壊および鎌止浸水に該当しない住家

の一部が破損したものを一部損壊として区分している。

　この被災（罹災〉認定は、毒獲町村長による罹災誕瞬書の発行にとって不擁

欠である。この罹災証明書は、多くの場合、つぎの手額で発行される．まず、

職員の燧雛調査結果に基づき罹災者台緩を作成し、被災者からの罹災謹絹書発

行の申請潜あった場合、罹災者台緩を確認して証購書を発行する。ただし、罹

災者台緩によ穆確認できない場合には、申講者の立護資料豪たは簿内会長簿の

証明書をもとに覇漸することになる。このほかにも、臨急救跡を必要と認める

災害によ静被災し、応急救豹を受けようとする者に罹災掻を提懲させ．その被

災状淺を講査のうえ罹災者台緩に登録し、毒匿驚樗長瀞被災者にたいし必要と
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被災者救援システムの一懸面（下繊　憲治／

認めたときに、罹災者台緩に基づき、罹災蓬親書を発行するという手顯をとる

ところもある。通達では、災害救豹法22条による救助の万全を期するため必要

な計露（救助欝醗〉を作成する燦、「り災証聡書の整備及びその発行方法暴こつ

いて調査検討し、その結果を÷分落馬するよう定められている（総さらに、災

害救勧法33条i項1こいう都道府集解負挺するゼ救助の事務を行うのに必要な費

薦」の中には露麟製本費としてヂ被災簸瞬書」が挙げられている｛鏑嬢、被災

謹明行為そのものの嚢麟的な実鉢法的根擁規定はなく、その様式も一律ではな

い｛戦

　この毅災認定にかんし、島原市では、雲纏普賢岳の噴火掛長蟻にわた琴、そ

れとともに被害が増大するという経遍をたどった．そのため、当祷は一翻授壊

であっても、後に全壊や半壊になるという場合も少なくなかった。また、爽流

町でも、職員漢その認定にあたったぷ外観上一翻撰壊であったため、内部はす

でに綻絹にたえない釈溌であったにもかかわらず・一部損壊と認定していた。

このため、被災者からの要請でその認定を辛壊ないし全壊に変更すると、飽の

被災者からも変更の要請藻でてきた・災害義援金の醗分類麟一部損壊か、半壊

か、全壊かによって相塞異なることや、復興にあたっての助成金、貸付金の額

にも影響嚇でてくるからである。この被災認定を今後いかに劾率的かつ確実に

実施するかは、災害の原覆やその程度などによ陰異なるから一概にいえないが、

保験会社など罠閤機縫の協力をえて実施することも考えられるだろう。なお、

この被災認定行為等を争う訴訟は、筆者が調査した限りでは存在しない潜、こ

れら行為の法的性格を含めて今後綾試する必要ぷあろう。

　さらに、災害義援金の醍分額確定にあたっても、課題解な》、わけではない、

麟②詑海道南蓉沸地震に際して寄せられた災害義援金が、三次醗分までは被害

釈濁に応じて実施されたが、その後寄せられた災害義援金は奥貌町にすべて配

分すると決定したこともあって、奥尻町と飽の町村の差がかな箏大きい。しか

し、災害義援金が一時金として被災者に直接醍分される額そのものに大きな差

違はない・被災者の生活再建のための復興資金として醍分される復興基金から
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の勤成額ぶ、典麗野と飽の町村とでは約2纏の格差ぶあるという結果をもたら

している．また、直接被災者に渡される一時金としての災害義援金も、多くの

場合、被災建築勃の規模、築年数、保験の樵人状浅などを考慮せず、一律に基

準額を定め、醗分を実施している．鱗雲綾普賢岳癈人災害および131②詑海送議

醒沖地震災害の場合には醍分額は比較的多額であるが、一鋳金としての醗分に

ついて、受付分の全額を醍分するよう被災者が求めることも少なくなかった．

また、薮神・淡露大震災では、災害義援金の総額は少なくはないが被災春が多

数であるため、その醍分基準や額等についてさまざまな議論かある〔鷹この翫

分基準等について争いがあるとき、いかなる法的手段を被災者瀞篤いることが

できるかは、騒で分谺する．

　従来の一時金としての災害義援金は、災害応急蝿策の一貫として、被災者の

保護と桂会稜序の保全のために行われるものと位置づけることができれば、経

済上の生活露窮者であるか否かを闘わず、醗分することも再籠であろう。そし

て、その後は、麟痩土の問題は簿軽にして、災害によって、継続的に保護を必要

とする者には生活保護法による保護やさまざまな資金の貸し付け等に移行され

る。しかし、一時金として醗分される災害義援金であっても、瞬時に被災者の

復鰻・復興資金ともなることは否定できず、容易に割箏饗ることは露難である。

それ癖え、災害義援金の醗分については、被災認定の方法上の隅題は依然とし

て残るが、必ずしも一律に醍分する必要はなく、被災者の必要に慈じて醗分す

ることも認められる．

　阪神・淡露大震災を契機として大纒に改歪された防災基本欝露（欝95年7

月〉では、蟹鶏等からの義援勅資、義援金の受け入れという項羅を新設した。

そして、義援勃資の受け入れについて、ダ被災地方公共懸棒は、関係機縫等の

協力を得ながら、羅罠、企業等からの義援物資について、受け入れを希望する

もの及び受け入れを希望しないものを摺握し、その内容のサスト及び送陰先を

葬常本認等鍾びに報道機縫を通じて国民に公表するものとする．また、現地の

需給状洗を両案し、麟夢ストを逐次改訂するよう努めるものとする．国及び被
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被災者救援システムの一跨量錘（下山　憲絵〉

災地以外の地方公共懸体は、必要に応じ．義援勅資に絶する潤い合わせ窓舞

を設けると共に、被災地のニーズについて広馨を行うものとする達と定めた。

また、災害義援金の醍分については、F地方公共欝体が義援金駁集懸体と醗分

委員会を羅織し、十分雛議の上、定めるものとする塞ことのみ漢定められたに

すぎない．従来の醗分委員会なるものの構成やその醍分決定方法、そして、災

害義援金をめぐる法律縫係について十分な検討がなされたかどうかは不覊であ

るが、つぎに分析するとお穆、さまざまな法律がかかわることでその法律関係

が複雑化しうることや，被災者の災害義援金醗分方法に鰐する法的争訟手段が

な》・瑳状をいかに評慰するかという懸題を依然として残している。

狂　災害義援金募集・配分システムの法的分析

　ここでは、蔑法学にかかわる議論はひとまずおき、馨本妻十字社や地方公共

懸体が取り振う災害義援金にかんする法麟度について分観する。

　轡　欝本癒十字社の取鯵擾う災害義援金にかかわる法麟度

　本稿の分新薄象である災害義援金にかんし、匿赤や渓間の各種懸体が災害

義援金の募集・蔑分を行う場合には、災鰐法および災害救勝法の規定との関

連を無椀できない。欝赤は、災蝿法6条に定める捲定公共機縫であるため防災

業務計蚕を作成し、また、溝凄艶条によ吟、その辮掌業務韓本赤十字縫法27

条i項2暑等に基づく救護業務〉にかかる災害応急据置を講じなければなら

ない。そして、災害救麟法綴条の2第2項では、夢政府は、雑本赤十字縫身こ、

駿府の捲揮監督の下に、救勘に麗し地方公共懸棒以外の団体又は鰻人がする協

力…一の連緒調整を行わせること解できる」と矯定され、瞬法32条では、超邁

府県知事は馨毒にたいし救助またはその応援の実施について委託することがで

きると規定されている。救護業務にかんしては、各都遊艇漂知事と韓赤各都道
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府漂支部長との闘の委託契約によ箏、医療・駒産・死体麺理の3つ騨実施され

る。しかし、この委託契約の中には、災害義援金の募集・薦分に薩接かかわる

ものはない。

　β赤による災害義援金の募集・魏分は、厚生省と馨赤との閣で締結された協

定が重要な意義をもっている｛3発すなわち、r疑本雰十字社には、地方公共懸

体以外の露体又は綴人と講等の饒置で救麟に絶する協力をなす立場と、これら

の協力の連絡調整を行う立場とがあるが、貸本毒十字縫が政講の捲揮監督の下

に救麟に麗し地方公共懸体以外の露体又は綴人がなす協力に方講づけを与える

立場は、法第2i条第2項（現行法3i条の2第2項〉によって嚢本赤十字杜だけ

に認められたものである。……（疑項にいう）連絡調整事項は、例えば激励金

品の募集、労働奉仕懸の編成諏遣、暖療及び助産等である重（カッコ内は雛穏者

注）として、麟iのように、連絡講整事項に、民間懸体やβ赤奉仕麟による義

援金島の配分公表・宣伝募集が粒選づけられている．購時に、薮毒に協力する

募金懸体（報道擬闘、慈善事業露体または薩工会議翫等）にたいして縄墨され

た災害義援金は、一般被災者に醍分さ翻ることが募金要綱や募金趣意書等で瞬

らかにされているときは、蟹または地方公共懸捧にたいする寄付金に該当する

ものとして税務上魑蓬される1戦それゆえ、災害義援金は、法人税法37条3項

i号または漸得税法？8条2項i号に焼定する寄付金に該嘉し、寄付金控除の蝿

象となる。ここでは、法人税法37条3項2号一3号または翫得税法78条2項2

号・3号に基づく公益法人等への寄付金として控験されるのではないことに漉

意を要する。したがって、これら法講上の特殊性が、霞泰等の民間鐡体におけ

る災害義援金をめぐる法律関係の本質的な内容に影響を及ぼすかどうかについ

て、今後検討を要すると思われる。

　②　地方公共懸体にお纏る災害義援金の法的性格

　馨赤等の疑問懸体形災害義援金の募集・配分にかかわっている場合には、社

会福縫事業法断定の手躍1にほぼそって、すなわち、募集の難問や方法等を瞬ら
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被災者救援システムの一潮面（下霞　憲治）

国玉　β本赤手掌被4〉行う災害救勧に離する業務表
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かにする要綱を公表し（磁条〉、詑海道義援金募集〈醗分〉委員会のように地

方公共醜体がその醍分に直接干渉せず（77条3項〉、その醍分婦象や基準等の

結集を公表する（79条〉という手瀬で、災害義援金の募集・酷分溺実施されて

いる．また、長綺県雲鶴岳災害義援金灘分委員会のように、地方公共懸誌およ

び縫孫懸体を含めた委員会の合議により、灘分基準等を決定する方法もある。

しかし、民鶏懸捧が関与しなかった平成5年（欝93年〉鐡露紳地震の場合、銀

蕗市では災害義援金醗分検討委員会での検討を経て、「平成5年錨露沖地震に

係る震災見舞金支維に絶する条働によ雛、漸定の額を支給している・

　堤行法のもとで、地方公共錘体が災害義援金を取吟扱う法的根擁としては、

地方嚢治法2条3項8号、災害薄策基本法の一定の条項、および災害救勘法が

考えられる。しかし、災害救跡法にいう救豹は、属法23条！項において収容施

設（応急仮設住宅を含む／の供与、炊鐵しその鰹による食贔の給与および飲料

水の僕給、破銀・寝具その飽生活必需品の給与または貸与、医療および助産、

災害にかかった者の救鐵、災害にかかった住宅の慈急修璽、生業に必要な資

金・器具または資料の給与または貸与、学絹品の給与、埋葬のほか、瞬法施行

令9条に規定する死体の捜索および麺遜と建居またはその轟辺の土石等で醸常

生活に著しい支瞳を及ぼしているものの除去の計難種類である。これら救助に

災害義援金の受付等は該当しないから、地方公共懸体の災害義援金の受付・翫

分は、災害救麟法上の激励ではない。

　地方公共懸捧による災害義援金の受鍾および醗分は、直接には簸方嚢治法2

条3項8号を、そして災麟法逢条、5条もしくは灘条i項3号等も含めて、横

縫にしているといえる｛縄それゆえ、災害義援金の受付および醍分は、地方公

黄懸体の公共事務として魑選されるものと考えら為る。また、地方甕治法器5

条の唾第2項では「普通地方公共懸体の湧孝ぎに霧しない理金又は有懸藷券は、

法律又は政令の蔑建によるのでなければ、これを保管すること麟できないまと

規定し、瞬法施行媛則捻条の3第2畢ではぜ災害によ瞬被害を受けた者に離す

る見舞金に係る理金又は脊懸証券」と疑定されている．した麟って、地方公共
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被災者救援システムの一籔藩（下出　憲治〉

隆捧にたいする寄付以外の災害義援金は地方露治法235条の4第2項に定める

歳入蠢愚外現金として地方公共懸体によ謬保管されることになる。

　歳入歳愚外現金は、地方公共懸捧の一会誹年度における歳入歳鐵に属する幾

金（歳計醗金〉ではなく、法令で保管することが認められ’ている地方公共懸体

の藩有に羅しない、すなわち、地方公共懸体にf一時的象籔的藪有には属する

解、最終的翫麿に属しない繊㍉または塊方公共鐡棒の歳入とはならない｛42㌧

麗金をいうとされている。歳入歳鐵外現金は、嬉方公共鑛体の翫有に罵さない

現金を無識張に保管できるようにすると・その責任の藪莚が不瞬確となるため・

懲63年の地方霞絵法改藍によ警設けられた譲痩である。その後、災害義援金魁

この歳入歳鐡碁現金として挙げら為ていなかったため・か警に災害義援金撰寄

せられたときでも、患納長や鞍入役が私人としてそれを保管するという甦建損

なされていた。このため地方公共懸体の綴からも歳入歳鐵外現金解厳鶴に舗鰻

されているため案精にあわないという競覇麟あ穆、捻82年に災害義援金を歳入

歳畿外瑛金として保管できるように鰯度の改証越なされだ糀ただ、この災害

義援金といっても、地方公共憑依にたいする寄付としての性格をもつといえる

災害義援金は撰定寄付金（銘として、歳入に繰撃込まれる余地がある。また、

この歳入歳鐵外現金の管理・患納については、讃談愛金の擁によってなされな

け為ぱならず（地方露治法施行令欝8条の7第3項〉、当該地方公共懸体の長か

らの通知解なければ、鑛納できないものと定められている（講2項〉。

　このような甦珪方式から、地方公共懸俸が受付・醗分する歳入歳星外現金と

しての災害義援金をめぐる法律縫係にかんし、つぎのような裁判倒潜ある・

婚82年7月23欝の長編大水害に離し、被告長綺衛長は、長麟市に寄せられた多

額の災害義援金のうちi臆欝§§万霧を市内の全農治会等計7髄縫織にたいし、

均等割（灘魯§霧）、盤帯割（一鬘帯欝倉醤〉および被災鬘帯割（一重欝欝総霧）

の甕分類を定めることを快走した．原告は、本件翫分淡定に薄し．本件醍分決

定の取消し・是歪を求めて監査請求をしたが．原告の監査請求にかかる欝置の

必要はない實の監査結集がだされた後、講法鱗2条の2第i項2号に基づき、
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本件醍分決定の取清しを求めて鐵訴した。

　原告は、災害義援金は・その贈与者ら溺長麟帯に薄し、長綺大永害の被災者

に見舞金または災害復霞の一助にとの意1籔で寄せられ、たものであるから、被告

はその趣醤に後って災害義援金を現実に被災した者または懸体にたいしその被

災の程度の感じて醍分すべきであるが、被告は、被災の有無を闘わず、寮内全

霞治会に災害復醸の一跡という綻途凝約も諜さず醗分離象としているから、本

件麓分決定は、被告の裁量権の範霞を著しく逸税した違法な麺分であること、

そして、毒長選を霞繭にひかえ自己の選挙に科する霞的で塞件蝿分はなされ

ているから違法であると主張した。これに蝿し、被告は、本件翫分決定は鰻分

ではない等を主張した・本件について、裁霧霧はつぎのように霧示し、本終配

分決定は麺分ではないことを理患に原告の請求を部下しだ腕

　　　「本件遙分の対象となっている地方公共懸捧に蝿する寄付たる椎格を有

　　しない義援金のうち、特に使途を定めていないものについては、義援金の

　　贈滲主において、罹災者に対する見舞あるいは災害復瞬の一跡にするなど

　　のために然るべき鰹人あるいは懸体などに義援金を贈与する意思を有して

　　いるけ為ども、然るべき贈与先を覚知することぶ霞難であるなどの遅露か

　　ら、その能力を有し・かつ適窮な醗分をなすことが期待できる機縫として

　　地方公共懸体に、その適切な醍分を委ねる意思で、義援金を鷲に使途を定

　　めずに、寄託するものと解するの越穏当である」。新したがって、……義援

　　金の贈蓼主と地方公共懸体の法律縫係は、行政法上のそれではなく、罠法

　　上の委任あるいは準委任契約であると解するの越極楽である。即ち、本幹

　　義援金の醗分は、必ずしも長綺毒等地方公共懸体でなければなしえない事

　　梅ではないのであって、能力及び儒驚のある一綴人あるいは法人がなすこ

　　ともできる行為であって、長綺市は、義援金の灘分に麗する畷りにおいて

　　私人と緯撮の立場に立っているということができるのである」。

　このように本件で裁料羨は、地方公共懸体に寄せられた歳入歳鐵外憂金とし

ての災害義援金をめぐる法律麗孫を罠法上の委任または準委任契約であると解
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被災者救援システムの一瞬懸（下霞　憲治〉

している。それゆえ、か鱗こ往民謡訟における2暑請求の難象とはいえないと

しても、本俸災害義援金は歳入歳鐡外瑛金として地方公共懸体で保管されてお

拳、公金であるから、たとえば、地方霞治法2薦条の2第i項遵号に基づく掻害

賠嬢講求は可能である。しかし、この請求についても、災害義援金の灘分は、贈

吟主と醍分を受ける者の仲介を地方公共塗鉢撰行うものであるから、醍分邊体

から地方公共懸体鱒利益を得た吟、撰害を受けないため、損害賠蟹請求はでき

ないと、裁讐辮は鵯織している綴蓋以上のように、被災者からの災害義援金醗

分の取消しや是藍等を求める住民訴訟は、実質的には、その途を闘ざしている。

　このため、一般論としてではなく、災害義援金という特尉な公金にかかわっ

て、2号請求にかかる事案につき、「原告らの実質的請求が住蔑監査請求とし

て詰められていることにも留意すれ・ば（請求本案の箋否は罰問題である鱒・

『違法躍要簿を備える以上、実質的に瞬一内容の請求越住民訴訟では許されな

いという事態を羅避する解荻窪として、災害義援金の醍分波定形罫行政鎚分た

る婁該行為まにあたるものと解すべきであるという主張もある｛糀災害義援金

の捷鑞着が地方公共懸捧を権手に契約解除や綾務不履行による損害賠嬢請求等

を提超することは百態ではあろう。しかし、理実には、通常、民法645条の規

定に適合するかどうかは溺にして、遜鐵額にみあう災害義援金をいかに醍分し

たかなどが直接翻々の鑓鐡者にたいして報告されていないため、擁墨者の資金

がどのように硬爆されたかぶ不羇であることや、擁鐵した災害義援金が銘較的

少額であることぶ多いためその権稀を行使する可能性は、あったとしてもきわ

めて少ない．従来、住民訴訟における2号請求については、か瞬こ麺分離が認

められないとしても、i号ないし4号請求が可龍であるから、あま滲議論の繋

象とはならなかった。今後、解毅で解渓できるかどうかを含め、験試すべき課

題であろう。

織　歳入歳凄外現金としての災害義援金配分の開題点

亙121および餅②で分緩した長綺桑・島原市および奥尻町では、委員会等から
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醗分された災害義援金を、瞬娯・毒町に寄せられた災害義援金と購桜、歳入歳

出外醗金として保管し、醗分を実施している・災害義援金をめぐる法難麗係に

ついていずれの考え方をとったとしても、運論的にはともかく、実際上は、最

終的な災害義援金の魑遜法嚇適切なものであったかどうか解主に法的鶏題とな

る。ただ、歳入歳塵外現金として激戦籔われる災害義援金は、被災者にたいす

る見舞金として保管されるから、そ細を霧箱て、財懸法人であ蕊、条擁基金で

あれ、必ずしも見舞金として取吟毅われていない場合、その鑓理方法麟違法か

どうかが開題となろう。この点については、災害義援金鍵患者ぶ地方公共霧体

にたいして嶽定寄付等をする意思をもって災害義援金を寄せているのではない

から、当該地方公共懸体が本来行致上の義務として支鐵すべきものにそれを充

当することは予定されていない〔織した瀞って、難懸法人または条弼基金にお

ける資金の運稽状浅等を分析する必要炉ある麟、これは幾稿で講ずる、ただ、

本来行政が実権すべき鑑置にその費驚摂あてられない畷警、被災者の災害復醗

の一助や生活再建の資金などとして事業を実施する財羅法人等に醍分されたも

のであれ、ば、必ずしも違法とはいえないだろう。

　つぎに、塊方公共懸体への寄付として寄せられたものを除き、歳入歳鐵外現

金として保管される災害義援金について、たとえば、条例を麟寇して醗分した

参、それを原資に条例基金を設置した場合、災害義援金はいったん歳入に取鯵

込まれるか、この手瀬麟法の趣讐にそうものかが問題となる。歳入歳鐵外現金

としては、たとえば、蟹権の擾保として撮管する入札保護金（地方難治法施行

令馨7条の7〉，法令の幾定により保管する遣留金（児童福鮭法33条の2／や遺

失金（遺失勃法玉条／などがある｛兜若干異質なものとしては、公営建宅の敷

金（公営住宅法鴛条の3／があげられている。行政実例では、公営建宅の敷金

の法的性格は、停止条件付返還績務を伴う瞬有権移転であるから、歳入に鍛穆

込むことも可籠である｛紬こととされ、条舗基金を設立して管遅・還駕するこ

とができるとされている｛毯ただ、歳入歳鐵外現金も、条鰐基金と講様の運罵

潜薄髭であるから、敷金を歳入歳鐡外翼金として籔うの麟本来的鍛接方法であ
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るという捲摘も、実務サイドでされている｛5毯

　歳入歳雛外現金としての災害義援金をめぐる法律鷺係が、民法上の委任ま

たは準委任であるとすれば、その災害義援金を条鰐によって醗分した撃、条

擁基金の原資とすることは、地方霞治法に反する再議…性が全くないとは奮い難

い．ただ、詳総は懸稿にゆずるぷ、北海道南西沖難震の被災5町村では、財癒

法人の設立ではなく、条鰹基金を設立しだ蓬譲として、地域の代表たる議員に

住民の声を髪来から委ねてきたこと、財懸の業務への参画が予定される業種驚

の代表としての人材潜生業に健事していることなどのため得られにくいこと、

地域的事構から財懸の運営を撞当する事務局職員にも適組替購えられにくいな

どが挙げられている（毯こ為ら事猜を董当なものと評懸できるとすれば、災害

義援金を歳入歳鐵外翼金として取彗擾う愛行法講の見直しを要することになる。

ただ、その場合でも、災害義援金を寄付金として受け付ければ、この開題はな

くなる。しかし、災害義援金を寄付として受け付けたか、歳入歳鐡外翼金とし

て受け盤けたかは、地方公共露体からの受頷護や領叡証からではわからないこ

と解多く、災害義援金麺崖者の意思を反駁しているかどうかも不瞬確な場合ぶ

あろう．

おわ書ナに

　本稿では、雲盤普賢垂噴火災害と詫海遜南薩沖地震災害にたいして寄せられ

た災害義援金の募集・醍分にかかわる組織や翫分方法を率心に分観し、今後の

検討課題ないし問題、燕を捲撫してきた．このエつの災害では、被災者数に髭し

多くの災害義援金が寄せられ、その際の麺建方法が従棄のものとかなり構達す

ることに注無したためである．

　先の二つの被災地方公共懸体を除き、実燦に多額の災害義援金の廼遷を実施

したところ麟あま鯵多くないだけに、各地方公共懸体（とくに都遵府県）にお
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ける災害義援金の募集・醗分方法はさまざまな形態がある。しかし、欝95年7

秘こ改亙さ為た防災基本誹爾では、地方公共鑓捧に寄せられた災害義援金を含

め、民闘繊体との醍分委員会なるものによる協議を経て、その醗分等を決定す

るよう定めている。そのため、各地方公共懸体の地域防災計露でも・災害義援

金の募集・配分にかんしてなんらかの詩藏が定められることになろう。その際

注意を要するのは、義援金鑓鐵者、地方公共霧体も糠わることになる醍分委員

会そして被災者の三者にかかわる法律麗係摂葬常に複雑化してしまうことであ

る、しかも、醍分委員会の決定について、事実上、義援金擁惑者撰争うことも

なく、被災巻もそれを争うことができない法的状渓にある。

　縫棄、災害義援金の甕分をめぐる問題は、あま瞬大きく取蓼あげられてこな

かった．ただ、賑神・濠銘大震災を契機に、その醍分方法についてさまざまな

議論かなされてきている、しかし、ここでも、法律麗題として、あま謬多くは

議譲されてきていない。災害義援金募集・醗分綴織の一元化の可籠性や新たな

法麟度の麟設を含めて．検討する必要がある。

　さいごに、本稿では義援金募集・醗分システムの実態分析を中心とした煎

それ以外にも、国および地方公共懸捧による被災者救援措置は、さまざ裏な法

律または要綱等を籔髄として実施されてきている。しかしそれら法講にかん

して、被災者の人権ないし権利の保瞳という撹角から分析したものは皆無に等

しい。今後の課題として、醗究を進めていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　注

鱗　たとえば、三木義一「鞍災者に隣する財政援麟法麟とその隅題点珪静岡大学

　法経磯究36巻i号（懲87年）22頁、穏葉馨ゼ災害救鞠法学教室欝3号（i鱒i年〉

　7頁、購蔀泰隆ぎ政策法務からの経書丞（雑本評議縫・臆鱒年〉鴻8頁以下。

／21第39醤羅会衆議鶏地方行政委舞会議録7号（昭秘36年欝丹欝麟　6頁。なお、

　愛育災欝法瞬項では、「被災者の援護窪が鱗示されている。
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鱗　第39穰蟹会参議醗地方行政委員会会議録9号（灘秘36年欝擁護購25翼。

㊧　長繭集、轟療灘および深江町では．それぞれ雲紬垂災害繋策基金、昆瘡毒義

　援金基金および深江町災害薄葉基金（財羅法人〉ぶ設立され、実質的には、そ

　の被害を補填する試みぶなされている。この基金鰹痩については、勝稿で分析

　する。

麟　たとえば、福家竣朗F水害義援金についての毒長の醗分行為を住蔑訴訟で争

　うことの可謝艶書財致の謙舞舞財政法叢書2（学鶴書欝弓985鋤17頒、

　購蕪泰隆鴎慰金、義援金、災害復興基金などの醗分基準の提案」ジュ穿スト

　欝§5畢（懲95年）鎗頁．なお、戦後における疑法学上の寄拷の法釣盤質をめぐ

　る議講として、たとえば、我妻榮嚢嚢権各誌　雫巻一藷（岩被書篠畷957年〉

　237葵以下、撫藤永一ダ寄贈一一つの覚書淫契紛法体系簸（有斐懸・緯62年）8

　糞黐木馨・榔躍毅囎鱗r新蔽漣灘毫灘擁嬉斐懸4鱒3年〉1頓以下
　ぶある．

麟　筆者が参黙したのは、震災薄策籏究会煽ぎ震災麟策総覧毒（ぎょうせい〉47纒

　嚢以下である。

鱗　災藩法にいう災害薄葉本部は、蟻絨防災謙醸に定める災害予跡または災害簿

　急懸策を実施する機驕であ参　（23条4項〉、災害復籔・復興にあたる機縫ではな

　い・した解って、応急繋策の一礫として災害義援金の募集・醗分を実施するこ

　とのみぶその権罎に鰻する。

麟　静岡察隣災会議ゼ静岡染地蟻鮪災謙爾　一般麟策編垂（軍威6年度〉59頁．以

　下であげる地域鋳災誹薩は、筆者が入手または参熱した璽擁道癬祭および28毒

　範町のうちの一鶴である。

鱗　至麟②で分断する詑海送義援金募集（醍分〉委員会がこの方式である（詫海

　遊蕩災会議ゼ詑海送難域鋳災譜面（綴水害等鋳災謙麟編確（平成7年3鍔〉嬉§

　頁以下〉。

瞬　霞2／で分衝する長鋳察雲懸濫噴火災害義援金醗分委員会がこの方式である

　（長鋳梁防災会議番長麟桑堆絨紡災講藤薯（平成6年遵薄修正）3雛頁〉。その纏、

　たとえば・大分寮務災会議蓼大分察地域隣災誹醸選（平成4年3月惨死〉2騰頁、

　熊本察防災会議ζ熊本察地域紡災謙薩欝欝纒遷（平成4年度修歪）i欝葵、篠濁

　漿鋳災会議ζ福濁梁麹域防災計懸基本縞垂（平成3隼3月）懇8頁以下がある．
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麟　たとえば、横浜毒鋳災会議ざ横渓藩地域錺災謙響（風水害薄策纐薙（軍威3

　年度修董）縛6頁．

1癖　たとえば、匿賄災難書蓋（平成7年度蔽〉64頁以下によれ・ぱ・賑縛・漢籍大震

　災にかかわる災害義援金歌絵援いおよび魏分がその鯛で、鞍災者にたいして送

　られた災害義援金は、当秘、各地方公共鐡体や救護懸捧が鰯懸に受け替けてい

たが．兵騨、神肺等、躰赤＋宇等の援護麟、マスコミなどに雄構成

　される兵庫県南無難震災害義援金募集委員会の発足によ甑これら鍍災者への

　災害義援金を一振してと吟まとめ、被災者へ醍分することとなった。なお、こ

　の委員会については、兵癒桑鋳災会議匿兵臨県地域鋳災謙譲垂（軍威連年9鍵修

　蓬）落7頁参、黙。

麟　たとえば、東窟額紡災会議蓼東京馨地織紡災誕藪（醗水害等織縫（率域6年

　修豊〉265頁、蕎購灘鋳災会議ζ；薮鱗難地織筋炎讃・幾匪（軍威§年3層修亙〉i88

　頁、福寿集紡災会議ぎ福詳察地残髄災謙蚕談藪編垂（準絞3年6ナ窪修鑑〉鰺§頁、

　大阪購紡災会議ぎ大飯総地蟻鋳災難轟蓋（軍威6年8薙修歪〉欝53嚢。

騨　たとえば、秋雲靉靆災会議蓼歓醗集地域紡災誹藤（一般災害講策綴珪（平成

　5年2舞修藍〉2艇頁、埼玉祭鋳災会議『埼玉祭震災蝿策誹醤壽（平成5年7舞〉

　2磁頁、千葉察鋳災会議謬千葉祭地壕鋳災誕露震災纒遷（軍威5年度）慧？頁。

線　たとえば、趨綺帯筋災会議謬編麟露地械鋳災訪露震災鱈策締垂（率成3年）

　3鱒頁、千葉毒紡災会議謬千葉車地球筋災誹錘遜（軍威6年修董〉33縷蚕、大飯市

　防災会議騨大阪市地域鋳災誹藏凄（平成5年修藍〉3難頁、ナ1瞬毒防災会議ζ鱗

　羅毒地織鋳災謙懸垂（率威5年3月修亙〉2§3蚕、名古渥毒防災会議ぎ名古還毒

　地織騎災謙懸風水害等災害講策纒垂（平成6年6舞修董〉22§頁および憲都寮務

　災会議ぎ京簾青地駿鋳褒辞懸垂（平成6年修箆〉3§4蚕。ただ、雲霞難紡災会議

　　鄭葺鷲嬢難球紡災誕麟選（軍威6年罐捲）2668翼では、㌶赤祭支離の災害時にお

　ける災害義援金贔の取撮要籏をあげ、醍分については、災害が三都痛察にわた

　る場合には馨毒本縫の捲示に鍵い、その飽の場合は離係当局の慧箆を籔して霞

　券支部長が決定することとさ轟ている。

麟　鰹木県紡災会議匿栃木察難籔防災諦懸（基奉謙蚕纏薙（平成6年9月修董〉

　婚6頁．懸様のものとして、霧鱗難騎災会議1蕎撰集地域紡災難薩薩（軍威6年

　　3擁修更〉188頁、滋賀察防災会議『滋賀銀地域防災計醸（風水害等蝿策織鷲
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　（軍威6年7携修亙〉鎗6頁、篠憐察紡災会議『癌総梨地駿鋳災計嚢基塞編垂

　（準成3年3月〉i88翼以下。

麟　長綺羅災害韓策牽灘蓼雲鶴・普賢鑑甕火災害の記録墨（平蔵5年至2、粉i給養。

麟　この表にはないぶ、住羅綾害にかんし、無保険・無捕獲者にたいして3§蓼万霧

　を一と罎に上積支給されている。豪た、災害義援金から鶴原毒講の合鍵帯に2万

　灘とi蕎鍔の商轟舞（毒轟で通零するもの）が島原毒によ警醒薦された。この

　運灘として、噴火災害による直接被害者は、災害義援金等による手厚》・救援が

　実施されているが、婆火災害に纏隣する闘接被害者である毒疑から不満の声が鐵

　たことや観尭客の議少によ彗大きな誓撃を受けた商業者の振興を意饑している。

　なお、深江鱗で絃、財源ぶ乏しいこともあって．災害義援金の一鶴（7欝難欝欝〉

　を災害復鐵竣策に絹いるため歳入に群上したが，菱織察翻から適議ではないと

　捲摘され，、これを敏静やめたこともあった（長麟新騰・懲雛年7弩欝欝朝刊〉．

麟　長麟梁賄災会議ゼ長綺察地域鋳災計懸垂（軍威6年違丹修査〉32i頁．

鱒　この長綺羅雲愁岳災害義援金灘分委銭会の運営要綱隷つぎのとお箏である．

　　　　　　　　長綺羅雲纏暴災害義援金醗分委員会運営要綱

　　第i条（舞的／

　　　　この要綱は、雲鶴普賢暴の大毒活嚢による災害に隣して全蟹の各方謡よ

　　　む寄せられた義援金を公軍かつ麟率的に被災者に醸分することを嚢的とし

　　　て設鞍るものとする。

　　第2条（長鱒梁雲懸垂災害義援金醗分委員会）

　　　　麟条の馨的を達成するため、贋係機縫の合議機幾として長麟梁雲懸垂災

　　　害義援金醗分委嚢会（以下f醗分委員会まという〉を設置する。

　　第3条

　　　　配分委員会の委糞縁、次に鬱げる者をもって構成する．

　　　　　長麟梁懸雛保健蕊長

　　　　　長編祭総務企醸課長

　　　　　長麟桑鐵絶縁長

　　　　　繹本赤十字義長麟桑支部事務罎蔓

　　　　　長憐察藁翼募金会事務馬長

　　　　　長織漿縫会橿蟹雛議会事務局長

　　　　　島原市長
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　　　　深江町長

　　第嵯条（委員会の審議に賭すべき案件／

　　　　以下の事項については、必ず委農会の審議を経なければならない．

　　　①　醗分の時期

　　　⑫　醗分の額

　　　③　醍分方法についての重要な鶴分

　　第5条（綬貴〉

　　　　醗分委員会に会長、麟会長をそれぞれ一名置く。

　　　　盤活福観蔀長を会長とし、騒赤長綺羅支部事務局長を麟会長とする。

　　第6条（役員の職務〉

　　　　会長は、委員会を撰集し、会務を総抵する。

　　　　麟会長は、会長を補佐し、また、代行する。

　　第7条（委員会の事務局〉

　　　　醗分委員会の事務局を福羅総務課丙に置く。

　　第8条（事務局の職員》

　　　　委員会の事務局に局長一人．筆頭書記数名の書記を麗く。

　　　　総務企醸課長を局長とし、総驚企醤課総揺補饒を筆頭書記とする。

　　第9条（事務局の職務〉

　　　　事務局は醗分葉を俸成し、配分後の結果鞍審を委員会に撮思する。

　　第鐙条（緯費鶴

　　　　この要綱に定めのないものについては．その都度委員会のなかで決定す

　　　るものとする。

　　　　この要綱は、平成3年6薄慕霞よ鯵実施する。

鵬　この雲懸垂災害薄策基金には、災害辮策基金と義援金裏金とがあ駄藩老は

　長編娯からの貸付金を原資とし、後考が義援金を原資としているものである。

　なお、この雲鱗暴災害薄策基金の詳総については、驚稿で譲じる。

鰺　筆者の調査による。なお、この点の義挙な説競は、長綺銀災害麟策奉鶴野雲

　麟・普賢岳葦火災害の記録書（平成5年翅粉259頁参照。

麟　騨総は、鎧鋒薦蓼平成5年（i弱3年）鐡酪沸地震記録書露（単域5年緯月〉54

　頁以下参蕪．
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　　　　　　　被災者救援システムの一瞬錘（下晦　憲治〉

麟　軍威5年鑛鋒沖地震に係る災害見舞金支緯に絶する条鱈（軍威§年i舞3§醸

　条擁第i号／は、つぎのとお鯵である。なお、5条の購表は表3の支給基準と

　覇一である。

　　　　　　平成5年銭諮沸地震に係る震災見舞金支給に臆する条擁

　　（轟的〉

　　第i条　この条例は、畢成5年i層欝鷺に登生した罫平成5年鎌諸神地震」

　　　（以下ボ震災まという。／によむ鞍害を受けた薦異に薄し、鎭諮霧災害見舞

　　　金支給条綴（紹轟響年鑛鶏糞条例第蔦｛｝〉の繰定によるほか、精騎の援護

　　　として義援金の宇から震災見舞金を支給し，毒饒の福緩及び生活の安定に

　　　資することを馨釣とする。

　　（支給鱈象〉

　　第2条　震災見舞金は、次に揚げる者に支給する。

　　　鯨　震災によ参住宅（専ら糞己の駿住の罪報こ盤する建勃をいう．以下同じ。／

　　　　ぶ半簸以上の被害を受けた鍛帯の量帯主

　　　麟　震災によ参住宅が半壊以上の綾害を受け、又は受けるおそれぶあるた

　　　　め、惑該住宅に緩住することが露難となった盤帯（以下夢選難盤帯」と

　　　　》、う、〉の量帯盛三

　　　（31震災により死亡した者の遷族

　　　轡震災によ吟欝欝以上の入続治療を要した者又は3選擬以．との遜院治療

　　　　を要した者

　　（準講〉

　　第3条　震災見舞金の支給を受けようとする者は、毒長に準請しな謬れぱな

　　　らない。

　　（支給の認定〉

　　第4条　市長は、薦条の牢講潜あったときは、被害の状濁を講糞し、震災見

　　　舞金の支給の署否を認定する。

　　（見舞金の額）

　　第5条　震災見舞金の額は、懸表のとお諺とする。

　　（縫条舞との懇孫）

　　第6条　この条擁以外の銀驚痘楽舞の規定による見舞金その縫の給慧は、こ

　　　　　　　　　　　　　　　一節3一
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　　　の条鱗の綬定による震災見舞金の支織を嬉げない。

　　　2　震災見舞金の支給については、この条鋼に定めるものを除く罎か・鐡

　　　　驚霧災害見舞金支給条麟に幾達する災害見舞金の鰹による。

　　（見舞金の返還〉

　　第7条　儀鯵その地不蕉の手段によ箏震災見舞金を受けた考があるときは、

　　　議長は、当該震災見舞金の全額又は一鶴をその考から返還させることぶで

　　　きる。

　　（委経〉

　　第8条　この条鰹の施行について必要な事項は、毒長が定める。

　　　購灘

　　（施行期鋤

　　　i　この条鱗は、公窟の霞から施行する。

　　（串講手続等の特鰯〉

　　　2　第3条の規定にかかわらず、錨諮毒災害見舞金実綿条編纂4条の媛定

　　　　による見舞金の申請は、この条鯵の矯定による牢講として取静籔うこと

　　　　墾できる。こ㊧場合において、第壌条の競走による認定は、鎌鋒藩災害

　　　　見舞金支給条鯵の規定による認定と合わせて行うことができる。

鰭　なお、災害義援金の残額については、鎌跳畜基金条擁の改亜／単成5年3舞

　蔦霞条擁第2号〉によ吟、総合的かつ謙藤的な鋳災施策の推進および拡充を躍

　るため錨蟄確防災基金の麟設に充てられた。

鱒　鍵鋒構災害箆舞金支給条例（紹穣遵7年3選29弩条例嬉号（羅秘磁年臆鍔2翼酸

　鐙めは、つぎのとお吟である．なお、6条の懸表は麦藁の支給基準と瞬一である。

　　　　　　　　　　　　鐡跨毒災害見舞金支給条鋼

　　（嚢的〉

　　第i条　この条鰹は、災害によ吟被害を受けた者に薄し、応急援護として災

　　　害発舞金（以下暁舞金∫という。〉を支給し、患蔑の纏縫の増進を駿るこ

　　　とを醸的とする。

　　（定義〉

　　第2条　この条鯛において、次の各号に掲げる驚語の定義は、それぞれ当該

　　　各号に定めるところによる。
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　　　　　鞍災者救援システムの一筋謡（下露　憲治）

　緯　災害　火災又は暴風、豪雨．豪雪、洪水、高潮、地震津波その纏欝然

　　災害で畜長が認めたものをいう．

　轡　建宅　専ら褻巳の懇住の驚に僕する建勃をいう。

　13｝被害者　災害によ瞬叢書を受けた者で、現に本毒に馨住し、建長基本

　　台鰻法による住民票に記載されている考又は躰麟人登録法による外蟹人

　　登録票に登録されている者をいう．

（支給辮象〉

第3条　見舞金は、次に揚げる緩害者（第i号の場合には、その鍵帯主）又

　はその繰護者若しくはその選族（以下「受給権者圭という。〉に支給する。

　繕　災害によ雌住宅が焼失、損壊、流失、埋没、浸水等の霰審を受けた盤

　　帯

　麟　災害によ雛死亡した者

　麟　災害によ瞬膿以上入院治療を要した者

（申諭

第蓬条　受給権者が見舞金を受けようとするときは、撫長に申請しなければ

　ならない．

（支給の認定）

第5条　市長は、前条の申請赫あったときは、被害の状浅等を講査し、見舞

　金の支給の可否を認定する。

（見舞金の額〉

第6条　見舞金の額は、懸表のとおむとする。

（適矯縫外〉

第7条　見舞金支給の薄象となる災害と隅一の災害によ甑被害者ぶ災害救

　豹法の適矯を受拶たときは見舞金を、選族が鎌諮毒災害零慰金の支給等に

　絶する条擁に基づく災害弔慰金の支給を受けたときは、死亡に係る見舞金

　を支給しない。

　（見舞金の返還〉

第8条鶴穆その縫不亘の手段によ穆見舞金を受けた者があるときは、講畏

　は当該見舞金の金離又は一鶴をその者から遽還させることができる。

　（委任〉
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　　第9条　この条鰍の施行に臠し必要な事項は、蝿難で定める．

　　　購貫彗省酪

麟　この見舞金麟度については、全麟の都遊瞬漿および講瞬柱にお》、ても、要綱

　や規則等で定められていることぶ多い．12》の長憐察および麟原市においても、

　暖綺票小災害蓼災者に対する見舞金支給要働や軒島原南小災害鞍災者に婦

　する見舞金支給要綱誰があ旨、鞍災者の露立夏歪・橿趨の塔進を纒るため、災

　害救勘法の適欝を受ける災害を除》・た翕然災害による被災漿疑・薦餐またはそ

　の選族に災害見舞金を支給することとされている。しかし、雲懸普賢懸の暖衣

　災害については、災害救跡法ぶ遍羅され、この見舞金を支縛していない・この

　ような各縫方公共懸体の見舞金支援とは異な鯵、欝赤撰死亡見舞金としてi万

　霧を支給することもある・また、全蟹的にまれ’な擁として、福島察では、銀お

　よび桑海の市町替の鐵資によ管財鑛法人福農桑罹災救勘基金鶴議会を昭稲63年

　蜂層i露こ設立し（それまでは任意霧棒）、瞬輪議会によ吟賑内での翕然災害に

　よる被災者にたいし見舞金が支給されるという手法ぶ採罵されている。

鱒　詑海道災害義援金募集（畿分〉委員会の会震彗はつぎのとお鯵である。

　　　　　　　　　詫海送災害義援金募集（醗分〉委員会会麟

　　（饗鋤

　　第i条　本委員会は災害による被災者を救援するため、災害救聴法第3i条の

　　　2第2項に基づき北海道における災害義援金の募集叢びに醗分に臆する業

　　　蕩を総合的かつ有機麟に実施することを欝的とする．

　　（名称〉

　　第2条本委員会は北海道災害義援金募集（麓分〉委員会（以下r委員会」

　　　という）と称する．

　　（事務局〉

　　第3条　委員会の事務縁は嚢本赤十字社詫海道支離（以下頃毒道支藻まと

　　　いう｝に置く．

　　（羅織〉

　　第違条本委嚢会は第三条の饗的に賛請し、筋力する機鹿又は霧棒（以下購

　　　成鑓棒まという〉をもって纏織する。

　　（委員〉
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　　　　　　　鞍災者救援システムの一凝議（下鐵　憲治／

　　第5条　委員会は麟条の構成懸俸から選鐵された委員をもって構成する・

　　鯵　委員会の会長は聲嶽溢支離長をもって発てる。

　　（3）　委貫は会議に鐵潔し事案を協議する．

　　（会議〉

　　第6条　委嚢会は会長が必要と認めたとき、又は委員の要請に基づき会長が

　　　招集する．

　　〔21会議の議長は会長ぶこれにあたる。

　　麟　会長事故あるときは、あらかじめ会長摂揚名した煮が代還する。

　　（要纏〉

　　第7条災害義援金募集（醒分〉要綱嫁懸紙要綱骨子に擁るものとし、必要

　　　な経費についてはその都度委員会において雛議し決定する。

　　（運営〉

　　第8条　委員会の運営に必要な癒務壷びに経費は繧歩道支離において携直す

　　　る。

　　（意見の聴取〉

　　第9条　委員会は第i条の鶏的を達成するため、必要に応じて麗係行政機幾

　　　から意見を求めることができる，

　　（購疑彗〉

　　第欝条　この会農彗は羅撫溺年9騒i霞から実施する。災害義援金贔募集詑海

　　　道地方委員会会麟（鋸愁23年9月焉寳灘定〉は廃註する。

鱒　平成5年龍海道講護沸地震災害義援金募集要綱捻、つぎのとお吟である。

　　　　　　　平成5年誌海進南薮神地震災害義援金募集要綱

　詫海進災害義援金募集（醗分〉委員会（事藩馬韓本赤十字縫詫海道支離〉

　　i．趣智

　　　　7薄鴛鎌こ発塗した詑海送爵翼沖難震は、奥脱町を幸心とした道内各地

　　　に蓋大な被害をもたらしました。

　　　　詫海進災害義援金募集（愛分1委農会では、これらの事態を憂慮し、破

　　　災者の救援を躍るため．広く一般の方々よ滲義援金を募集することに致し

　　　ました．

　　　　皆様のご運解とご轟力を心よ瞬お顯い卒し上げます。
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　　2．実趨主体

　　　　麓灘遵災害義援金募集（灘分〉委員会（事務霧鍵本旗十字縫詑海道支離〉

　　3．構成懸体

　　　　蔑海送新羅縫、靴海タイムス縫1、読売新縫詫海送実益、朝嚢新鰻詫海道

　　　支縫、毎霞新鹿誌海道支柱、苫小牧異鞍札観支縫、室灘浸報礼饒支縫、十

　　　勝毎欝新鷺札観支縫、鎌整新鶴札蝿支続、翼賛K札鶴歓送罵、｝総C、STV、

　　　翼丁暮、U餐3、TV難、F醗詫海道、詑海道縫会福雛臨議会、詑海進黄瞬募

　　　金会、救鍵軍詑海道基部．全道労臨センター、詫海進懸盤友愛会議、蔭赤

　　　北海道支離

　　護．募集靉靆

　　　　軍威5年7舞慧馨よ雛8擁ま3露までめiケ月間

　　5．義援金の鍛接セ・窓羅

　　　　義援金は、各構成懸棒の窓欝壷ぴに下記捲定銀行の本・支農又は最寄鯵

　　　の藝硬矯で受付します．（以下略｝

　　6．義援金の翫分方法

　　　　集納された義援金は、醗分委員会の協議を経て，公董・適鑑に被災地霧

　　　町奉拝こ醍分いたします。

　　7．各受付窓欝へのお鍛い

　　　紛　今霞の救援活銚は、義援金のみを取攀援うことと致します，

　　　②義援金の受領書は各受付窓縫で発行してください．饒し、寄託考が義

　　　　援金の嬢金掻いを希望する場合は、飯領鞍霧を発得し、後難委員会の頷

　　　　駿書（免税領薮書〉の発行手続きをとるものとする。

　　　纈　本募集懸動の嵐馨・羅知についてよろしくお腰いします。

鱒以上の舞纏は、詑海遵南醒沸地震記録書作成委農会ぎ平成5年7．聖職　詑

　海道購薦神鏡震誕録書叢（軍威7年3鍔〉252翼以下参窯。

麟　軍威5年7層i2欝発猛詫海i道蕪躍奮沖壇震に係る震災見舞金支給要綱（畢成5

　年典麗町要綱8号〉は、つぎのとお撃である、なお、この要綱5条に定める懸

　表は、表毒として本文中にあげた。

　　　軍威5年7湾捻欝発猛詫海道南蓉坤地震に係る震災見舞金支給要綱

　　（露鋤
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鞍災者救援システムの一瓶藪（下露　憲治〉

第i条　この要綱は、平成5年7メ灘2騒に蔵海道籍嚢沖鮨震（以下罫震災王

　という．〉によ管被害を受けた典麗購に盤三醗を有する者（奥尻町以外の入で

　本驚鰹内で死亡又は負傷した者を含む．〉に蝿して、災害弔慰金の支給等に

　臠する条鰯（羅秘磐年典麗町条擁第爵号〉の蔑建によるほか特甥の援護と

　して義援金の中から震災見舞金を支給し、町蔑の福緩及び隻活の安定に資

　することを目的とする。

（支給講象考）

第2条　震災箆舞金は、次に揚げる被害者又はその遺族に支給する。

　i　人的被害

　　ア　震災によ琴死亡したもの又は、舞方不瞬者

　　イ　震災によ辱負傷し、7韓以上の入隆治療を要した老父は3遇驚以上

　　　の遜続治療（舞等と認めるものを含む．〉を要した者。

　2　儀宅被害

　　ア　震災によ静境に駿住している建家が全壊した糞帯

　　イ　震災によ管理に駿住している住家が畢壊した縫帯

　　ウ　震災によ箏現に繕住している建家ぶ一離摸壊及ぴ床上浸水によ駄

　　　住家や欝欝生活環具等に被害を受けた量帯

　3　水産被害

　　　震災によ吟漁業経営者で漁離の流失又は鞍接によ吟廃船となった縫帯

　　及び漁具等に縮当な被害を受けた盤帯

　4　農業鞍害

　　　震災によ諺農業経営者の農地、農業絹施設に櫓当な被害を受けた量帯

　5　蒲工被害

　　ア震災によ蓼鷹舗、工場等に被害を受けた経営者

　　イ　生産機織器具及ぴ製品等に類甕な被害を受けた経営者

　6　その飽

　　　震災見舞金灘分委員会において穏当の嫉害と認められた者

　（震災見舞金を支給する遺族）

第3条震災見舞金を支給する遣譲み籠縷は災害弔慰金の支給等に臠する条

　鱗第縷条第i顔合弩嗜こ定めるもののほか、町長が適裏と認めるものに支給
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　　　することができる．

　　（支給の認定〉

　　第4条　町長は、被害の毅洗を典麗野地壊騎災欝薩に定める絞害獣溌講定墓

　　　準に基づき講董iし、見舞金の支給の璽否を認定する。

　　（震災見舞金の額〉

　　第5灸　震災見舞金の額は、購衰に定める額以畿とし、町長ぶ定める。

　　（震災見舞金蕊分委員会〉

　　第6条　震災見舞金の適量な醗分を期するため、震災見舞金醗分委員会（以

　　　下r委員会まという．〉を麗く。

　　　2　委員会の委鍛は、町長ぶ委曝する。

　　（委紛

　　第7条　この要綱の施行に麗し必要な事項は懸に定める．

　　　瞬魏

　　　　この要総は、公薦め欝から施行する．

鯵　この震災見舞金配分委員会は、つぎの要綱によ参設置さ為ている．

　　平成5年7舞鴛置発盤蔵渡道議西紳地震に係る震災見舞金麗分委員会設麗

　　縷的〉

　　第i条尊威5年7月鴛鐸発生能海道薄蕪紳地震に係る震災見舞金支給要綱

　　　（平縫5年奥尻町要綱第8暑．以下嘆紬という．〉に基づき、震災見舞

　　　金の適蕊な蕊分を行うため、震災見舞金醗分委員会（以下匿委員会！とい

　　　う。〉を設置する。

　　（経織〉

　　第2条　委員会は、次の者をもって嬉戯する．

　　　i　議会議員

　　　2　簿畏、駒役、鮫人綬、教育長、関係誤長等

　　　3　後会福雛鶴議会長、葭生委農協議会長、輿綴農業縞縁続会長、奥尻漁

　　　業纏構縫合畏、典麗町慈工会長、鞍災町内会長

　　（業務〉

　　第3条委貴会は、次の事項について審議し、決定する。

　　　i　震災見舞金支給者み認定
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　　　2　震災見舞金支給方法の決定

　　　3　その縫震災見舞金の適歪な醍分についての協議

　　（委員長〉

　　第纏条　委員会に委員長を羅く。

　　　2　委員長は、町長が務める．

　　（会議〉

　　第5条委員会の会議は、委蟹長ぶ召集し、会議を総揺する。

　　（嶽霧）

　　第6条　委員会の嶽務は、町長の事務部局において、越遷する．

織　灘猛省被会羅長から各部遵織娯知事あて通知「災害救豹法による激動の実施

　について雄曜藤鎗年5月登霞縫地第3弩（紹熱讃7年i湾i護饗鮭施第3号によ鯵

　改董〉。

鱒　摩生省桂会馬長から各翻遵癖漂災害主管馬（翻〉長あて遜知新災害救励法に

　よる救助体鱗の確立についてま曙私3§年6擁28醤縫施第27号．

籔　蕪澆縫参黙．

鱒　たとえば、名書鬘帯では、罹災護瞬書の裏儲に救駒の実施にあたって給銀ま

　たは貸与したものを記入する概もある（名古屋叢誌災会議珍名書屋市地域鋳災

　講麟騰水害等災害誘策織毒（平成6年6薄〉2雛頁以下参熱〉。

鱗　たとえば、縛離泰隆鴎慰金、義援金、災害復興墨金などの醗分基準の提案」

　ジュ夢ストi総5号（響95年〉5§頁。

瞬　後会局長から各趨道癖果知事あて遜知夢災害救豹法旛行に難し馨本赤十字廷

　の音域縞力に麗する｛徽紹秘23年6羅22講縫乙発第鱗号／。この協定に基づき、

　防災業務誕嚢や各霞襟支部では察己の救護謙麟の中に災害義援金の募集・醗分

　についての定めをお静ている。

麟　漸得税基奉遜達〔昭隷蕪年7月i馨藏審（藻）総．最近改釜昭趣63年3爆澱

　賢潅1法6－7・直穆蓄3－8〉78－5および法人税基本通達（藝馨孝套遵豊年5月1馨薩｛審

　　（辮〉25。最近数量軍威禿年8鷲28馨甕法2－7〉9畷一6参窯。

麟　福家俊朗ボ水害義援金についての寮長の饒分行為を俵罠訴訟で争うことの可

　否圭ぎ地方財政の諸麗題垂財政法叢書2（学鶏書馨・欝85年）玉76頁以下。

轡　地方霞給麟渡麟究会纐ζ地方財務実務提要蚕2巻（ぎょうせい〉6綴5翼
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鋤　毒内・佐藤・成馨・金子・塩野・原蟹癡夢漉蜜地方露治法2遷（第一法蔑〉

　3597頁（歓遜霧執筆〉。

購　奥醸義雛F難方察治法施蕎令の一翻改歪について達地方難政蔓§号（姫82年〉

　蔦頁以下。

鱒　たとえば、PTA連合会からF子どもたちのための建築勃の建設圭の資金と

　して寄せられる災害義援金や親を亡くした発童生徒の修学のための資金として

　寄せられた災害義援金が該察するものと考えられる。なお、筆者の調査した眼

　吟においては、地方濤治法鮪条i項9畢にいう負撞鮒きの寄種または贈与とし

　て、議会の議決を要する災害義援金の受付鋼はな恥．

麟　長織地鵯躍私59年6鍔6翼行裁韓集33巻6畢§93頁．なお、控訴審では凝一の

　運幽によ蓼控訴が棄舞されている（福岡轟甥繧鞍6青年4月欝欝行裁縫集3§巻護

　畢s37頁〉。

綴撃　長綴｝地響零露辱瞬5§年9月5馨宰彗癖1地方嚢治8号7頁。

鰯　前渡織。

鰭　麟涯鱒、

鯵　離注麟略3ii頁。

麟　昭藤3§年鴛舞23欝欝下行発第2暮倉畢．

麟　羅秘馨年7月2膿褻治行第§3号。

毒簿　　鳶毒潅舞糞寺6328頁砕

鱒　詑海道金聾振興蔀詑海道購露沖雛震災害復興対策室『詫海遊蕩藝沖地震災害

　復興対策の機要蓋（軍威7年5月〉稔8頁以下．

《付記》本稿搾成にあた？て、長編察雲懸岳災害復興室　小島瞬氏、瞬擾擾保

験部総務企薩課雲懸災害鰐策襲　前灘都克氏、島原妻訪災課　吉永勅士氏、瞬

災害復興諜　西郷英明氏、奥尻町総務課　膿尿徹氏、および、岡災害復興薄策

室調整課　木村孝義氏をはじめ、各握当者の方々には、資料提供や講査にご協

力いただいた。また．篠島寮生活環境都濃防防災課　欝藤泰夫氏をはじめとす

る間諜職員の方々および詫海道総務部防災溝防諜・鍵路畜社会福縫課の方々に
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は、さまざまな資料の駿集にご協力いただいた。記して御礼申しあげる．なお、

本稿における事実の記載について誤蓼撚あるときは、筆者の誤解によるもので

ある．

　本稿は、平成7年度科学醗究費補麦麹金（奨励覇：究韓誇による醗究成果（中開

的まとめ〉の一部である。
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